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　10月22日(日)町総合福祉セン
ターにて交通安全フェスティバ
ルが行われました。大人気だっ
たのが、子ども用の制服を着て
パトカーと記念撮影。とてもか
わいい警察官が誕生しました。
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こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
制
度
で

は
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
区
分

が
６
段
階
で
し
た
。
し
か
し
、
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
平
成　

年
度

18

か
ら
は
要
支
援
が
１
と
２
と
な
り

７
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
要
介
護
１
の
か
た
で
状
態
の

維
持
・
改
善
す
る
可
能
性
が
高
い

人
は
要
支
援
２
と
な
り
、
そ
の
他

の
か
た
は
介
護
給
付
対
象
者
の
要

介
護
１
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
は
要
支
援
・

要
介
護
の
対
象
で
は
な
い
け
れ
ど
、

将
来
そ
う
し
た
状
態
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
人
は
、
介
護
予
防
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
高
齢
者

が
元
気
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
制
度
の

仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
特
に
要
支
援
１
・
２
の

人
や
、
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
人
を
対
象
に
介
護

予
防
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
た
め
の
元
気
づ
く

り
・
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

専
門
職
員
が
介
護
予
防

要
介
護
区
分
が
７
段
階
に

◆参加者へインタビュー（アクティブ教室にて）

　 大  塚  雄  二 さん・
おお つか ゆう じ

 智  代 さんご夫婦（大荷場）
ち よ

　　住民健診の結果で包括支援センターから直接

　連絡をいただきました。私は、右の股関節と腎

　臓を患っていて、妻は中性脂肪が高めなので、

　２人で参加しています。家では使わない筋肉も

　動かせるし、参加して楽しく友達も増えました。

　血圧も下がり、体調も良くなっています。

平
成　

年
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で

18

な
る
べ
く
介
護
の
世
話
を
受
け
な
い
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
す

介
護
予
防
に
重
点
を
置
く
支
援
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。果
た
し
て
、何
が
ど
う

変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
見
直
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
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板
倉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
運
動
機
能
向
上
・
栄

養
改
善
・ 
口  
腔 
機
能
向
上
の
プ
ロ

こ
う 
く
う

グ
ラ
ム
を
通
し
て
健
康
維
持
増
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
ア
ク
テ
ィ
ブ
教
室
開
催
中

　
　

月
５
日　

か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー

10

(木)

で　

名
が
参
加
し
て
第
１
期
の
ア

19
ク
テ
ィ
ブ
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
運
動
指
導
士
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
い
す
に
座
り
な
が
ら
簡

単
な
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、

足
腰
の
筋
力
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

ま
し
た
。（
２
ペ
ー
ジ
写
真
）

■
音
楽
療
法
教
室
開
催

　
　

月　

日　

、
福
祉
セ
ン
タ
ー

10

24

(火)

で　

名
が
参
加
し
て
音
楽
療
法
教

40
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
を

使
っ
て
、
心
や
体
の
変
化
や
生
活

改
善
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。
参
加

者
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
、
大
き
く

発
声
を
し
た
り
、
手
拍
子
を
し
た

り
し
ま
し
た
。

く
た
め
に
、
板
倉
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
福
祉
課
内
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
で
暮
ら
す
高

齢
者
が
、
で
き
る
だ
け
介
護
の
必

要
と
な
ら
な
い
で
、
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
専
門
職
員
（
保
健
師
・
主

任
介
護
支
援
専
門
員
・
社
会
福
祉

士
）
が
介
護
予
防
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、
次
の
４
つ
に
な

り
ま
す
。

①
総
合
相
談
・
支
援

②
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

③
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

ト
支
援

④
権
利
擁
護
支
援

　

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
高
齢
者

の
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
地
域
で
暮
ら
す
高

齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
ご
と
の
相
談

窓
口
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相

談
内
容
に
よ
っ
て
は
在
宅
訪
問
も

行
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
医
療
・

福
祉
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
制
度
は

介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
か

ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
し
た
。

新
た
な
制
度
は
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
高

齢
者
を
増
や
す
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
の
高

齢
者
全
体
を
対
象
と
し
て
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
将
来
に
向
け
て
元
気

な
高
齢
者
を
増
や
す
に
は
、
中
高

年
の
健
康
づ
く
り
に
ま
で
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
全
体
を
対
象

板倉町地域包括支援センター

○このような業務を行っています。

①総合相談支援

・高齢者やその家族の相談

　を受け、必要なサービス

　につなげます。

・相談内容によっては、専

　門機関とチームを組んで

　対応します。

②介護予防ケアマネジメント支援

・要支援１・２と認定され

　た人の介護予防サービス

　の組み立て、調整、効果

　測定をします。

・町の高齢者全体の介護予

　防サービスの相談・計画

　をします。

③包括的・継続的マネジメ

　ント支援

・高齢者にかかわりのある

　ケアマネジャーの支援を

　します。

・高齢者の取り巻く関連機

　関との連絡・調整。

④権利擁護支援

・高齢者がお金の管理や契

　約が適正にできるように

　権利擁護事業の利用支援

　をします。

・高齢者虐待や詐欺などの

　消費者被害の早期発見・

　早期予防をします。

■板倉町地域包括支援センター（役場福祉課内）
　月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
　�８２－１１１１（内線１８９）

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業

専門職が高齢者をサポート！

・保健師（高齢者の保健指導

　を行います）

・社会福祉士（高齢者の総合

　的な相談に応じます）

・主任介護支援専門員（ケア

　マネジャーの支援を行います）

右から保健師の 松  村  愛  子 さん、社会
まつ むら あい こ

福祉士の 小  野  寺  昌  幸 さん、主任介護
お の でら まさ ゆき

支援専門員の 山岸章子 さん
やまぎししょうこ
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９
月　

日　

、
農
業
委
員
の
総

22

(金)

会
が
行
わ
れ
、
会
長
に
荒
井
嘉
一

郎
さ
ん
、
会
長
職
務
代
理
者
に
飯

田
勝
美
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
併
せ
て
農
業
振
興
専
門
委
員

長
に
塩
田
兼
男
さ
ん
、
新
農
業
委

員
と
し
て
小
野
久
雄
さ
ん
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
任
期
は
３
年
、
平

成　

年
７
月
ま
で
農
業
者
の
代
表

20
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
。

農
業
者
の
代
表
と
し
て

会
長
・
職
務
代
理
が
選
出

　

板
倉
町
役
場
で
は
平
成　

年
４

19

月
１
日
に
採
用
す
る
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
職
種　

一
般
事
務
職

▼
採
用
予
定
人
員　

１
名

▼
受
験
資
格

①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

52

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

61②
栄
養
士
資
格
を
有
す
る
人
。
ま

た
は
、
資
格
取
得
見
込
み
の
人

③
次
の
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

　

ア　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

　

イ　

地
方
公
務
員
法
第　

条
の

16

　
　
　

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人

▼
第
１
次
試
験

　

一
般
教
養
試
験
（
高
等
学
校
卒

　

業
程
度
の
筆
記
試
験
）

　

期
日　
　

月
３
日　

12

(日)

　

場
所　

中
央
公
民
館

▼
第
２
次
試
験

　

面
接
及
び
作
文

※
期
日
・
時
間
及
び
場
所
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
試
験
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
受
験
手
続
な
ど
（
次
の
書
類
を

そ
ろ
え
て
、
申
込
期
限
内
に
役
場

総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

・
受
験
申
込
書
（
専
用
用
紙
が
役

　

場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

・
卒
業
（
ま
た
は
卒
業
見
込
）
証

　

明
書

・
最
終
学
業
成
績
証
明
書

・
健
康
診
断
書

▼
申
込
期
限　
　

月　

日　

11

20

(月)

（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

30

午
後
５
時　

分
15

※
詳
し
く
は
総
務
課
職
員
係
ま
で

総
務
課 

　
　

内
線
１
１
０

栄
養
士
資
格
者　

町
役
場
職
員
募
集

総
務
課 

内
線
１
１
４

農
業
委
員
会　

新
時
代
の
農
業
を

農
業
委
員
会 

内
線
１
３
０

会長職務代理者

 飯  田  勝  美 さん
いい だ かつ み

会　長

 荒  井  嘉  一  郎 さん
あら い か いち ろう

新農業委員

 小  野  久  雄 さん
お の ひさ お

農業振興専門委員長

 塩  田  兼  男 さん
しお だ かね お

　
　

月
か
ら
役
場
本
庁
舎
西
側
入

10
口
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）１
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
各
施
設
に
配
備
を
予
定
。

　

な
お
、
平
成　

年
７
月
か
ら
一

16

般
の
人
に
も
利
用
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
機
能
は
？

　

心
臓
の
心
室
が
小
刻
み
に
震

え
、
全
身
に
血
液
を
送
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
心
室
細
動
な
ど
の

致
死
性
の
不
整
脈
の
状
態
を
、
心

臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
正

常
な
状
態
に
戻
す
器
械
で
す
。

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
講
習
会
実
施

　

９
月　

日　

、
役
場
職
員
会
主

26

(火)

催
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
講
習
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

役
場
本
庁
舎
西
側
入
口

Ａ
Ｅ
Ｄ
１
台
を
設
置
！

板倉分署の指導のもとで
50名が講習を受けました
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板
倉
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会

主
催
に
よ
る
小
学
生
米
消
費
拡
大

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。町
内
の
小
学
校
か
ら
多

く
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
下
表
の

と
お
り
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会

長
賞（
金
賞
）２
点
を
含
む　

作
品

14

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

群
馬
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
当
町

で
米
消
費
拡
大
を
テ
ー
マ
と
し
て

次
代
を
担
う
町
内
児
童
に
改
め
て

ご
は
ん
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
中
央
公
民
館

　
　

月
１
日　

〜
７
日　

11

(水)

(火)

▼
南
部
公
民
館

　
　

月
８
日　

〜　

日　

11

(水)

15

(水)

▼
東
部
公
民
館

　
　

月　

日　

〜　

日　

11

16

(木)

21

(火)

▼
北
部
公
民
館

　
　

月　

日　

〜　

日　

11

22

(水)

30

(木)

米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー　

ご
は
ん
の
お
い
し
さ
を
再
発
見

受
賞
お
め
で
と
う
！

米
の
消
費
拡
大
に
寄
与

産
業
振
興
課 

内
線
１
３
４

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
敬
称
略
）

受
賞
名

協
議
会
長
賞

（
金
賞
）

教
育
長
賞

（
銀
賞
）

佳　

作

（
銅
賞
）

学
校
・
学
年

南
小
６
年

西
小
５
年

北
小
６
年

東
小
３
年

南
小
３
年

西
小
４
年

北
小
２
年

北
小
６
年

東
小
４
年

東
小
６
年

南
小
２
年

南
小
２
年

西
小
２
年

西
小
３
年

入
賞
者
名

 
小  
沼  
藍  
佳 

こ 
ぬ
ま 
あ
い 
か

  
村  
松  
光  
莉 

む
ら 
ま
つ 
ひ
か 
り

 
大  
木  
真  
奈  
美 

お
お 
き 

ま 

な 

み

 
舘  
野  
聡  
美 

た
て 
の 
さ
と 
み

 
高  
瀬  
愛  
莉 

た
か 
せ 
あ
い 
り

 
松  
崎  
夏  
美 

ま
つ 
ざ
き 
な
つ 
み

 
石  
川  
虎  
之  
助 

い
し 
か
わ 
と
ら 
の 
す
け

 
野  
辺  
綾  
美 

の 

べ 
あ
や 
み

 
上  
杉 　
 
陸 

う
え 
ず
ぎ 

り
く

 
大  
神  
優  
梨  
奈 

お
お 
が
み 
ゆ 

り 

な

 
吉  
井  
優  
里 

よ
し 
い 

ゆ 

り

 
宮  
内  
隆  
人 

み
や 
う
ち 
た
か 
と

 
大  
塚  
陸  
斗 

お
お 
つ
か 
り
く 
と

 
青  
木  
夢  
乃 

あ
お 
き 
ゆ
め 
の

協議会長賞(金賞）

南小６年
小沼藍佳ちゃん

西小５年
村松光莉ちゃん

入
賞
作
品
の
発
表

各
公
民
館
で
展
示
！

流通業で働きませんか

　現在、建設を進め
ています「岩田流通団
地」の雇用説明会を次
のとおり開催します。
当日は団地内に進出
する企業の説明を中
心に行います。正社
員、パートを含め流
通団地への就職を希
望されるかたは、ぜ
ひご参加ください。

■日　時　11月19日（日）午後１時30分～
■会　場　中央公民館第１・第２研修室
　　　　　板倉町大字板倉２６９８
　　　　　当日連絡先　�８２－２４３５
■その他　当日は筆記用具を持参してください。なお、履
歴書を当日提出する必要はありません。
※説明会に関する問い合わせは下記までお願いします。

企画財政課企画調整係　　　　内線１３５

「岩田流通団地」の雇用説明会を開催

　10月22日（日）、南小学校で第15区防災訓練が実施され

ました。約１００名が参加して、利根川の洪水を想定し

た屋上への避難訓練、校庭で分署及び第３分団の指導に

よる初期消火訓練を行いました。

　また、区民の防災意識の高揚と防災活動の活性化を図

るため、防災倉庫、発電機、トランジスタメガホンを整

備しました。

　これらの備品は、宝くじの普及広報やコミュニティの

健全な発展を図ることを目的に、�自治総合センターが

行っている「コミュニティ助成事業」を活用し助成を受け

たものです。全国で発売される宝くじの収益金の一部

は、こうした地域の健全な発展のために使われています。

建設工事が進む岩田流通団地

総務課行政防災係　　　　内線１１０

防災意識大切に
第15区防災訓練及び防災倉庫整備

もし出火しても
慌てずに行動を

宝くじの収益金で
防災倉庫を整備！
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完全制覇

よっしゃー�
　10月８日(日)、強風のなかで第42回町民体育祭が

板倉中学校校庭で開催されました。行政区対抗種目

（４種目）では、各行

政区テントからのひ

ときわ大きな声援と

拍手が選手にかけら

れていました。

行政区対抗種目結果

ＢブロックＡブロック順　位

12区30区優　勝

22区20区第２位

18区６区第３位

　10月13日(金)、第60回中体連郡駅伝

大会が千代田町の東部運動公園周回

コースで行われました。男子は１周

3. 5kmの６区間、女子は１周2. 1kmの５

区間で競われ、母校の名誉をかけて一

生懸命にタスキをつなぎました。

　大会結果は、男女のＡ・Ｂチームの

すべてで総合１位になり、12年ぶりに

完全制覇しました。全区間の成績第１

位に、男子は 増田裕 さん(11分01秒）、
ますだゆたか

女子は 池  田  閑  那 さん(７分08秒)。
いけ だ しず な

　なお、県大会は男女ともにＡチーム

のみ出場で、11月11日(土)に渋川市総

合公園陸上競技場で行われます。
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稲刈りをエンジョイ
南小児童と国際交流

バザーや介護体験で
大盛況の福祉まつり

田植えした苗が大きく
板高で稲刈り体験

板倉・北川辺・藤岡
合同でＥボート大会

地域が盛り上がった
北部公民館まつり

熱戦を繰り広げて
バドミントンで交流

　10月14日(土)、谷中湖

で渡良瀬遊水地に接す

る３町合同のＥボート

大会が実施されました。

　10月13日(金)、南小児

童と渋谷のブリティッ

シュスクールの生徒が

稲刈りを体験しました。

　９月29日(金)、板高近

くの田んぼで板高生が

稲刈りを体験し、収穫の

喜びをかみしめました。

　10月22日(日)、板高体

育館で近隣バドミント

ン大会が多くの参加者

を得て開催されました。

秋の谷田川を巡る
　秋の揚舟谷田川めぐりが、９月２日(土)から10月29日(日)

までの土日を中心に運航されました。秋の谷田川は、川面

から流れる心地よいさわやかな秋風、澄みわたる青い空、

土手のススキ、ゆったりとした時間が過ぎます。

　乗船した人は「見慣れた川も舟から見上げる景色とまっ

たく違い、趣と風情があるね」と口々に話していました。

　10月１日(日)、北部公

民館で利用団体と地域

住民が参加して、まつり

が盛大に行われました。

満開のコスモス畑
　10月７日(土)から29日(日)までをイベントとして、ＪＡカ

ントリーエレベーター周辺を会場にコスモスまつりが開催

されました。今年は天候にも恵まれて、昨年以上の約12万

人が訪れ、日本一のコスモス畑を満喫しました。

　期間中は、満開のコスモス、ヘリコプターの遊覧、熱気

球の体験搭乗、各種団体の模擬店などでにぎわいました。

　10月22日(日)、福祉セ

ンターで福祉まつりが

行われ、バザーや介護体

験などで大盛況でした。
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今
年
の
町
民
体
育
祭
で
東
洋
大

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

が
、
華
や
か
な
演
技
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
部
員
数
は　

名
、

21

今
年
で
創
設
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
て
い
る
の

は
、
リ
ー
ダ
ー
の
高
岩
麻
有
さ

ん
、
国
際
地
域
学
科
の
３
年
生
で

す
。
チ
ア
に
興
味
を
抱
い
て
い
た

入
学
当
時
、
創
設
し
た
ば
か
り
の

サ
ー
ク
ル
に
戸
惑
い
は
あ
っ
た
も

の
の
、
先
輩
た
ち
の
熱
心
な
活
動

に
「
大
学
生
活
を
通
し
て
こ
ん
な

ふ
う
に
が
ん
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
」
と
入
部
を
決
め
た

そ
う
で
す
。�

チ
ア
と
の
出
会
い

　

農
業
の
法
人
化
は
、
き
ち
ん
と

し
た
計
画
と
関
係
機
関
と
の
調
整

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
雇
用
の

創
出
、
農
業
技
術
の
継
承
、
町
の

発
展
、
副
次
的
産
業
創
出
、
経
費

削
減
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
不
利
益
と
な
る
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
想
像
は
で
き
ま

す
が
、
す
で
に
導
入
し
て
い
る
現

場
を
研
究
し
な
が
ら
、
検
討
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
？

（
匿
名
希
望
）

　

現
在
町
で
も
、
認
定
農
業
者
へ

の
土
地
の
集
積
や
集
落
営
農
組
織

の
設
立
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
営
農
組
織
か
ら
農

事
組
合
法
人
と
な
っ
た
組
織
も
あ

り
ま
す
。
地
域
の
雇
用
を
創
出
す

る
だ
け
で
な
く
、
シ
ル
バ
ー
人
材

の
活
用
や
後
継
者
の
育
成
、
特
産

物
と
す
る
よ
う
新
規
作
物
（
マ
コ

モ
タ
ケ
・
赤
大
根
・
葉
シ
ョ
ウ
ガ

な
ど
）
の
栽
培
に
も
意
欲
的
で
す
。

　

こ
の
農
事
組
合
法
人
と
農
産
物

直
売
所
が
連
携
し
、
消
費
者
の
評

価
を
じ
か
に
受
け
止
め
な
が
ら
農

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
べ
く
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
農
事
組
合
法
人
が
モ
デ
ル
と
な

り
、
ほ
か
の
集
落
で
も
集
落
営
農
・

農
事
組
合
法
人
・
法
人
の
設
立
が

な
さ
れ
、
農
業
の
活
性
化
の
起
爆

剤
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
単
純
に
法
人
化
を
推
進

す
る
の
で
は
な
く
、
法
人
化
す
る

か
ど
う
か
の
判
断
材
料
に
な
る
情

報
を
多
く
提
供
し
、
法
人
化
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し

て
い
く
の
が
重
要
な
役
割
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

�
内
線
１
３
４

感
動
や
達
成
感
を
チ
ー
ム
全
体
で

共
感
。
チ
ア
の
最
大
の
魅
力
で
す
。

農
業
の
法
人
化
を

検
討
し
て
は
？

「Fi ght !　Let ' s　go」
「Number　One�」
11月４日(土)、５日(日)の
学園祭に向けてもう練習
中。チームワークも強化
し、大技にも挑戦！

チアリーディング代表

 高  岩  麻  有 さん
たか いわ ま ゆう

提
供
し
ま
す
！

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
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手
探
り
で
始
ま
っ
た
サ
ー
ク
ル

で
す
が
、
そ
の
活
動
が
実
を
結

び
、
現
在
で
は
板
倉
町
に
限
ら
ず

近
隣
の
市
町
か
ら
イ
ベ
ン
ト
参
加

の
依
頼
が
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
に
通
う
だ
け
で
は
成
し

え
な
か
っ
た
地
域
と
の
交
流
は
、

と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

と
、
良
か
っ
た
よ
と
声
を
掛
け
て

も
ら
っ
た
り
、
と
き
に
は
い
っ

し
ょ
に
写
真
を
撮
っ
て
ほ
し
い
と

頼
ま
れ
た
り
す
る
の
で
す
。
チ
ア

を
通
じ
て
地
域
の
人
に
元
気
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
な
」

と
高
岩
さ
ん
。「
み
な
さ
ん
優
し

く
接
し
て
く
れ
ま
す
。
ユ
ニ
ホ
ー

ム
姿
以
外
で
も
、
顔
が
分
か
っ
て

も
ら
え
る
く
ら
い
親
し
く
な
れ
る

と
う
れ
し
い
」
と
い
う 
望  
月  
都 
さ

も
ち 
づ
き 
み
や
こ

ん
は
、
２
年
生
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
。

同
じ
く
２
年
生
の 
石  
川  
亜  
由  
美 
さ

い
し 
か
わ 
あ 

ゆ 

み

ん
は
、「
地
元
の
温
か
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

は
、
地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い

る
と
強
く
感
じ
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

チ
ア
は
一
人
で
は
で
き
な
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
練
習
は
苦
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
仲
間
が

ひ
と
つ
の
気
持
ち
に
な
っ
て
ひ
と

つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
た
と
き
、

そ
の
充
実
感
は
辛
い
こ
と
の
何
倍

に
も
な
っ
て
返
っ
て
き
ま
す
。
演

技
を
や
り
終
え
た
と
き
、
感
動
や

達
成
感
を
チ
ー
ム
全
体
で
共
感
で

き
る
こ
と
が
最
大
の
魅
力
だ
そ
う

で
す
。
高
岩
さ
ん
は
、「
こ
の
大

学
で
チ
ア
を
始
め
て
良
か
っ
た
と

心
か
ら
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
す
ば

ら
し
い
出
会
い
を
与
え
て
く
れ
た

先
輩
た
ち
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
は
じ
け
る
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
一
生
に
一
度
の
大
学
生

活
で
、
夢
中
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ

て
き
た
も
の
、
そ
れ
は
き
っ
と
、

生
き
る
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

「Fight!
Let's

go

」

「Number
One �

」

広
報
編
集
委
員　

入
内
島
敦
子

貴
重
な
地
域
と
の
交
流

す
ば
ら
し
い
出
会
い

10月10日に入籍したばかりの新婚さん。
板倉へ引っ越してきました。〔板倉在住〕

 荒  井  三  穂 さん（籾谷在住）
あら い み ほ

昭和59年生まれ　22歳〔血液型Ｂ型〕
緑が鮮やかで板倉町は気持ちが良い！

現
在
は
何
を
し
て
ま
す
か
？

　

太
田
市
内
の
総
合
病
院
に
看
護

師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。　

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
看
護
師
に

関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

を
熱
心
に
み
る
な
ど
、
大
変
興
味

が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
な
仕
事

で
す
が
、
重
症
だ
っ
た
患
者
さ
ん

が
元
気
に
な
っ
た
姿
を
み
る
と
と

て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？

　

ど
ん
な
状
況
下
で
も
、
常
に
適

切
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
か
ら
続
け
て
き

た
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
か
け

が
え
の
な
い
仲
間
を
た
く
さ
ん
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
目
標
は

館
林
邑
楽
郡
の
大
会
で
２
連
覇
、

今
後
も
ず
っ
と
続
け
た
い
で
す
。

 関  根  颯  太 くん
せき ね そう た

○生年月日　８月６日
　体重2, 128ｇのかわいい男の子

� 祐  輔 パパと
ゆう すけ

 佳  子 ママから
けい こ

小さく産まれてきたけど、

心も体も大きく育ってね�

 　   
おぎ

 野  貴  幸 さん�
の たか ゆき

 美  奈 さん
み な

　　　　〔29歳〕　　　  〔28歳〕

　２人が知り合って５年、友達付
き合いからいつの間にか恋人にな
り結婚。今月から始まった新婚生
活、栃木県那須塩原市出身の美奈
さんの得意料理は愛情がいっぱい
入った特製ぎょうざ。来年、南の島
へ旅行をして、いっしょにスキュー
バダイビングをしたいですね。
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『
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

で
話
題
の
島
田
洋
七
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
町
民
教
養
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
笑
顔
で
元
気
に
生
き
る

秘
訣
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

平
成　

年
１
月　

日　

19

27

(土）

　
　
　

午
後
６
時　

分
30

会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

講
師　
 
島  
田  
洋  
七 
先
生

し
ま 
だ 
よ
う 
し
ち

受
賞
・
著
書

Ｎ
Ｈ
Ｋ
上
方
漫
才
コ
ン
テ
ス
ト
最

優
秀
話
術
賞

『
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

『
笑
顔
で
生
き
ん
し
ゃ
い
』

『
幸
せ
の
ト
ラ
ン
ク
』

演
題　

笑
顔
で
生
き
ん
し
ゃ
い

チ
ケ
ッ
ト
代
金　

１，
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

各
公
民
館
・
わ

た
ら
せ
自
然
館
で　

月　

日　

か

11

15

(水)

ら
販
売
開
始

問
合
せ　

文
化
振
興
係

�
内
線
１
５
９

◆
写
真
展
「
渡
良
瀬
遊
水
地
の
野
鳥

　

た
ち
」

期
間　
　

月
４
日　

〜　

日　

11

（土）

12

（日）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◆
油
彩
展
「
い
い
づ
か 
英
孝 　

渡
良

ひ
で
た
か

　

瀬
遊
水
地
を
描
く
」

期
間　
　

月
１
日　

〜　

日　

12

（金）

10

(日)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

※
ピ
ア
ノ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　
　

月
２
日　

午
後
１
時
〜

12

(土)

　

な
つ
か
し
い
映
画
を
町
内
各
公
民

館
で
上
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

作
品
名　

嵐
が
丘

北
部
公
民
館　
　

月　

日　

11

18

(土)

南
部
公
民
館　
　

月　

日　

11

25

(土)

中
央
公
民
館　
　

月
２
日　

12

(土)

東
部
公
民
館　
　

月
９
日　

12

(土)

上
映
時
間　

午
後
６
時　

分
30

入
場
料　

無
料

主
催　

板
倉
町
文
化
協
会

�
わ
た
ら
せ
自
然
館

文化と芸術の秋を楽しもう！

南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表南部公民館利用団体発表会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
【開　　会】　午前10時

【発表部門】　

歌・ダンス（南小学校児童）・民謡・童謡・オカリナ・ダンス・　

フラダンス・歌（公民館主催教室生）など

【展示部門】　

南小学校児童作品・陶芸・編み物・公民館主催教室生作品など

【模擬店部門】　午前の部の発表終了後

赤飯及び手打ちそばの販売・ボンボンドーナツの無料配布

※数に限りがありますので、無くなり次第終了します。

※前日の午後・当日は、図書・ビデオの貸出、返却は行いません。

と　き 11月19日（日）
ところ 東部公民館

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表東部公民館利用団体発表会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
【開　　会】　午前９時30分

【発表部門】　

ダンス、大正琴、東小児童、コーラス、フラダンス、ピアノ、民

謡、よさこいソーランなど

【展示部門】　

陶芸、写真、俳句、ステンドグラス、パッチワーク、活き生き学

級作品、東小児童作品など

【館長杯ゲートボール】　午前８時30分～

【模擬店部門】　フリーマーケット、焼きそば、綿菓子、おで

ん、ジャガバターなど

【体験コーナー】　囲碁対局、おはなし会

※前日の午後・当日は、図書・ビデオの貸出、返却は行いません。

利用団体や公民館主催教室の活動の成果を発表します。ぜひみなさんお出かけください。

�
な
つ
か
し
の
映
画
会

と　き 11月12日（日）
ところ 南部公民館

町
民
教
養
講
座
開
催

笑
顔
で
生
き
ん
し
ゃ
い
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中央公民館　�82- 2435 �82- 2436　　南部公民館　�82- 1424 �兼用
東部公民館　�82- 1241 �80- 4047　　北部公民館　�77- 1855 �兼用
海洋センター　�82- 0858 �兼用　　　  わたらせ自然館　�82- 1935 �兼用

広報いたくら広報いたくら　ＨＨ1818．．11．．１１

期
間　
　

月　

日　

〜　

月　

日　

11

15

（水）

11

30

（木）

（
期
間
中
は
、　

日　

の
み
休
館
）

23

(祝)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

場
所　

わ
た
ら
せ
自
然
館

内
容　

雷
電
神
社
の
神
事
・ 
鍔  
山 

つ
ば 
や
ま

 
英  
次 
氏
の
世
界
の

え
い 
じ

龍
と
蛇
の
写
真

主
催　

町
教
育
委

員
会

共
催　

東
洋
大
学

地
域
活
性
化
研
究
所

問
合
せ　

文
化
財
保
護
係

�
内
線
１
５
７

期
間　

平
成　

年
３
月　

日　

〜

19

26

(月)

３
月　

日　

（
全
６
日
間
）

31

(土)

内
容　

海
洋
研
修
・
小
笠
原
で
の

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
４
年
生

〜
中
学
３
年
生

募
集
人
数　

若
干
名

参
加
費　

８
０，
０
０
０
円

申
込
方
法　

左
記
で
配
布
す
る
所

定
の
申
込
書
に
記
入
し
、　

月　
11

24

日　

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(金)
申
込
先　

海
洋
セ
ン
タ
ー

�
　

－

０
８
５
８

82

　

小
中
学
生
を
対
象
に
読
書
感
想

文
及
び
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
４
部
門
で

入
選
作
品
が
選
ば
れ
、　

月
５
日

11

　

の
町
民
文
化
祭
で
表
彰
式
を
行

（日）い
ま
す
。
入
選
作
品
の
中
か
ら
最

優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
読
書
感
想
文
最
優
秀
者

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　

書
名　

ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ

　

北
小
２
年　
 
荒  
井  
慶  
介 
さ
ん

あ
ら 
い 
け
い 
す
け

・
小
学
校
中
学
年
の
部

　

書
名　

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
物
語

　
　
　
　

か
く
れ
家
の
少
女

　

西
小
４
年　
 
三  
木  
田  
結  
衣 
さ
ん

み 

き 

た 

ゆ 

い

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　

書
名　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

　

東
小
６
年　
 
山  
下  
法  
子 
さ
ん

や
ま 
し
た 
の
り 
こ

・
中
学
生
の
部

　

書
名　

楽
隊
の
う
さ
ぎ

　

板
中
２
年　
 
池  
田  
愛  
梨 
さ
ん

い
け 
だ 

え 

り

▼
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
者

◆
切
り
絵
教
室

期
日　
　

月　

日　

・　

月
２
日

１１

25

（土）

12

　

・
９
日　
　

全
３
回

（土）

（土）

時
間　

午
後
１
時　

分
〜

30

内
容　

切
り
絵
で
来
年
の
干
支
と

色
紙
絵
作
り

講
師　
 
長  
谷  
川  
照  
子 
先
生

は 

せ 
が
わ 
て
る 
こ

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

５
０
０
円

日
時　
　

月　

日　

11

12

（日）

　
　
　

午
前
８
時
受
付
開
始

場
所　

東
洋
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
者　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
（
ペ
ア
で
同
じ
カ
ラ
ー
の
も
の
を

つ
け
て
参
加
が
原
則
で
す
が
、
１
名

で
の
申
し
込
み
も
可
能
）

種
目

○
小
学
生
の
部
（
男
女
混
合
可
）

○
中
学
生
男
子
の
部

○
中
学
生
女
子
の
部

○
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
・
男
女

混
合
可
）

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

申
込
先　
　

月
５
日　

ま
で
に
海
洋

11

(日)

セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
祭

－

参
加
者
募
集－

◆申込先受付
　11月７日（火）～
※各公民館へ
　お電話で！
（月曜日・祝日
　は休館日）

東
部
公
民
館

図書室からのお知らせ

受
賞
お
め
で
と
う
！

各
種
コ
ン
ク
ー
ル

海洋センターが休館！

受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講受講生生生生生生生生生生生
募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集

生活画部門

運動会の絵

北小１年　 小  谷  野  真  那 さん
こ や の ま な

風景画部門

思い出の校舎

南小６年　 野  澤  有  里 さん
の ざわ ゆ り

読書感想画部門

モチモチの木

西小５年　 根  岸  大  輔 さん
ね ぎし だい すけ

中学生絵画部門

自画像

板中３年　 小  暮 ちひろさん
こ ぐれ

第　

回
水
の
文
化
史
展

12

「
雷
電
神
社
と
龍
・
蛇
の
世
界
」

自
然
が
待
っ
て
い
る
！

Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ク
ル
ー
ズ

　各公民館の図書室が蔵書点検の
ため、次のとおり休室となります。
休室中はご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力お願いします。
◆中央公民館　12月５日（火）・６日（水）
◆南部公民館　12月13日（水）
◆北部公民館　12月14日（木）

　海洋センター体育館が天井の補
修工事のため、次のとおり休館とな
ります。休館中は、ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力お願いし
ます。
◆期間
　12月１日(金)～平成19年１月15日(月)
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人　口　　１６，２３５人（－15）
　男　　　　８，０９８人（－３）
　女　　　　８，１３７人（－12）
世帯数　　　４，９９６戸（＋９)

（　）内は前月比
平成１８年１０月１日現在

支
給
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
条
件

①
町
内
在
住
で　

歳
以
上

65

②
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
４
ま

　

た
は
５
が
１
年
以
上
継
続

③
介
護
保
険
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

や
入
院
に
よ
り
在
宅
で
な
か
っ

　

た
期
間
が
１
０
０
日
以
内

申
請
期
限　
　

月　

日　

11

30

(木)

支
給
額　

８
０，
０
０
０
円

申
請
先
・
問
合
せ　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

�
内
線
１
８
９

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
ハ

ラ
、
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
な
ど

の
電
話
に
よ
る
相
談
を
女
性
の
人

権
擁
護
委
員
や
女
性
問
題
に
詳
し

い
人
権
相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日　

〜　

日　

11

13

(月)

19

(日)

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時　

分

30

30

（
土
・
日
曜
は
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）

10

相
談
電
話
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

�
０
５
７
０－

０
７
０－

    
８
１
０

         
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

続
で
き
ま
せ
ん
。

※
秘
密
は
絶
対
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権

紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
渡
良
瀬
遊

水
地
谷
中
メ
モ
リ
ア
ル
１
０
０
」

が
栃
木
県
藤
岡
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
貴
重
な
資
料

の
一
部
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
　

月　

日　

〜　

日　

11

15

(水)

19

(日)

場
所　

中
央
公
民
館

主
催　

板
倉
町

後
援　

●
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川

事
務
所

●�
渡
良
瀬
遊
水
池
ア
ク
リ
メ
ー

　

シ
ョ
ン
振
興
財
団

問
合
せ　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

�
内
線
１
３
５

　

慰
労
金
は
平
成　

年　

月
１
日

18

10

現
在
で
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
か
た
を
、
在
宅
で
１
年
以
上

継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
か
た
に

　

旧
制
度
の
農
業
者
年
金
の
加
入

者
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
か
た

は
、
将
来
年
金
と
し
て
受
給
す
る

か
、
特
例
脱
退
一
時
金
と
し
て
受

け
取
る
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

①
す
で
に　

年
以
上
納
め
た
か
た

20

②
保
険
料
納
付
済
期
間
と
平
成　
14

年
１
月
１
日
か
ら　

歳
の
誕
生
日

65

の
前
月
ま
で
の
期
間
の
合
計
が　
20

年
以
上
あ
る
か
た

　

特
例
脱
退
一
時
金
を
申
請
さ
れ

る
場
合
、
そ
の
請
求
は
、　

月　

日

12

28

　

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

(木)お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
例
脱
退
一
時
金
の
支

給
額
は
、
旧
保
険
料
納
付
済
総
額

の
８
割
相
当
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会

�
内
線
１
３
０

　

渡
良
瀬
遊
水
地
建
設
に
伴
う
谷

中
村
廃
村
か
ら
１
０
０
年
目
を
迎

え
た
今
年
６
月
、
水
害
と
の
闘
い

や
渡
良
瀬
遊
水
地
の
歴
史
な
ど
を

擁
護
課

�
０
２
７－

２
２
１－

４
４
２
６

　
　

月
は
、
計
量
強
調
月
間
で
す
。

11
計
量
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
量

り
売
り
や
、
体
重
、
血
圧
、
体
温

の
測
定
、
大
気
中
に
含
ま
れ
る
有

害
物
質
の
濃
度
測
定
な
ど
私
た
ち

の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
計
量

に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

計
量
検
定
所
で
は
、
ご
家
庭
の

体
重
計
、
血
圧
計
、
体
温
計
や
料

理
用
の
は
か
り
な
ど
の
無
料
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
量
に
つ

い
て
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

計
量
検
定
所

�
０
２
７－

２
６
３－

２
４
３
６

�
０
２
７－

２
６
３－

３
１
４
２

年累計  268件板倉の１１０番
※(  )内は累計（９月16日～10月15日）
３件(   29件)�侵入窃盗
０件(   ８件)�車上ねらい
０件(   16件)�自動販売機ねらい
２件(   19件)�乗物盗難
５件(   28件)�その他の事件
５件(   47件)�人身事故
14件(  121件)�物件事故

自転車の盗難にご注意を！

固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
５
期
）

納
期
限　
　

月　

日　

11

30

(木)

問
合
せ　

税
務
課

�
内
線
１
１
６
・
１
１
７

特
例
脱
退
一
時
金
の

請
求
が
終
わ
り
ま
す

谷
中
メ
モ
リ
ア
ル
１
０
０

巡
回
展
を
開
催
し
ま
す

介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

全
国
一
斉
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

体
重
・
血
圧
は
正
確
に

計
れ
て
い
ま
す
か
？
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ご
み
（
廃
棄
物
）
は
法
律
で
定

め
ら
れ
た
焼
却
施
設
を
除
き
、
安

易
に
家
庭
で
燃
や
す
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
燃
や
さ

な
い
よ
う
注
意
し
、
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

�
　

－

５
３
７
１

82

　

高
齢
者
の
転
倒
や
骨
折
は
、
日

ご
ろ
か
ら
の
予
防
が
と
て
も
大
切

で
す
。

日
時　
　

月　

日　

11

26

(日)

　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

場
所　

北
部
公
民
館

内
容　

講
義
と
簡
単
な
体
操

講
師　

館
林
記
念
病
院
理
学
・
作

業
療
法
士

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

○
板
倉
町
ミ
モ
ザ
荘

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

�
　

－

２
５
５
０

77
○
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
　

－

３
９
０
０

82

　

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
す
る
と

◆
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
申
告
や

納
税
が
で
き
ま
す
。

①
申
告
（
所
得
税
、
法
人
税
、
消

費
税
、
酒
税
、
印
紙
税
）　

②
法
定

資
料
の
提
出　

③
納
税　

④
申
請

◆
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
、
消

費
税
の
中
間
申
告
・
納
税
な
ど
、

ご
利
用
回
数
の
多
い
手
続
き
に
大

変
便
利
で
す
。

※
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
は
事
前
手
続
き
が

必
要
で
す
。
ま
た
、「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し

た
デ
ー
タ
を
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に
そ
の

ま
ま
引
き
継
げ
ま
す
。

http://www.e-tax.nta.go.jp

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

�
０
５
７
０－

０ 
１  
５  
９  
０  
１ 

ｅ 

コ 

ク 

ゼ 

イ

【
月
〜
金
（
祝
祭
日
を
除
く
）
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
】

問
合
せ　

館
林
税
務
署

�
　

－

４
３
７
３

72

　

生
ご
み
用
の
指
定
袋
は
、
た
い

肥
に
す
る
た
め
、
生
分
解
性
と

言
っ
て
袋
が
分
解
す
る
よ
う
な
特

殊
な
樹
脂
で
で
き
て
い
ま
す
。
こ

の
袋
は
、
水
分
や
高
い
温
度
を
嫌

い
ま
す
。
湿
気
の
少
な
い
涼
し
い

場
所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
２
〜
３
か
月
間
で
使
い
切
る
分

を
指
定
袋
取
扱
店
で
ご
購
入
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
一
般
廃
棄
物
係

�
　

－

５
３
７
１

82

　

小
学
生
卒

業
記
念
体
験

搭
乗
を
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

騒
音
な
ど
に
よ
り
、
近
隣
の
か

た
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
小
学
生
に
郷
土
愛
を
は
ぐ

く
む
事
業
の
た
め
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　

11

28

(火)

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

30

20

※
荒
天
の
場
合
は
、　

月
7
日　

12

(木)

開
催
場
所　

大
蔵
公
園

問
合
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

�
内
線
１
３
５

○水道料金納入地区　14区の一部～29区

○水道料金口座振替日　11月24日（金）

電話当 番 店曜日日月

82- 0001㈲しんえい設備祝３

11

82- 0095山岸管工設備土４

82- 0261㈲小倉設備日５

77- 0057宇治川管工土11

82- 1856高田管工設備日12

77- 0358㈲長谷川設備土18

82- 2982土橋設備日19

82- 2152㈲佐山設備祝23

82- 0537㈲根岸工業土25

82- 0126尾崎農機日26

82- 1025㈲鈴木設備土２

12

82- 0027㈲岩崎設備日３

82- 0001㈲しんえい設備土９

82- 0095山岸管工設備日10

82- 0261㈲小倉設備土16

　

　
　11月９日(木)～15日(水)まで全国秋
季火災予防運動を実施します。これ
から風が強く乾燥した日が多くなり
ます。ちょっとした油断が、火災を
引き起こします。火の取り扱いに
は、十分ご注意ください。
　なお、火災予防運動期間中、毎朝
午前７時に役場のサイレンを鳴らし
ますので、火災と間違わないようお
願いします。
問合せ　総務課行政防災係
�内線１１０

ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う

転
倒
骨
折
予
防
教
室
開
催

ご
注
意
く
だ
さ
い

生
ゴ
ミ
袋
の
取
り
扱
い

ゴ
ミ
は
燃
や
さ
な
い
で

減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
告
・
納
税
！

ｅーＴａｘを
ご利用ください！

保管は湿気の少ない
涼しい場所で！
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く　

歳
に
達
す
る
か
た
（
昭
和　

65

20

年
４
月
２
日
生
ま
で
の
か
た
）
に

つ
い
て
も
、
経
過
措
置
と
し
て
平

成　

年
度
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま

22
で
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
求
先
は
、
市
役
所
・
町
村
役

場
の
担
当
窓
口
で
す
。

問
合
せ　

太
田
社
会
保
険
事
務
所

�
　

－

３
７
１
１

49

　

こ
こ
ろ
の
不
安
や
悩
み
を
持
つ

か
た
の
、
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　
　

11

19

(日)

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

内
容　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
は
電

話
相
談
が
で
き
な
い
か
た
の
た
め

に
、
精
神
科
医
師
・
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
不
安
や
悩
み
な
ど
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
用
電
話

�
０
２
７－

２
９
０－

２
９
２
０

　

金
、
共
済
年
金
等
に
加
入
（
ま

　

た
は
受
給
）
し
て
い
た
か
た
の

　

配
偶
者

◆
平
成
３
年
３
月
以
前
の
学
生
で

　

あ
っ
て
、
当
時
、
国
民
年
金
に

　

任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
と

　

き
の
病
気
や
け
が
が
原
因
で
、

　

現
在
、
重
度
の
障
害
の
状
態
に

　

あ
る
か
た

支
給
額
（
平
成　

年
度
）

18

●
障
害
の
程
度
が
障
害
基
礎
年
金

１
級
相
当
に
該
当
す
る
か
た

月
額
４
９，
８
５
０
円

●
障
害
の
程
度
が
障
害
基
礎
年
金

２
級
相
当
に
該
当
す
る
か
た

月
額
３
９，
８
８
０
円

　

な
お
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
上
で
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は

老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
労
災
補

償
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合
に

は
、
特
別
障
害
給
付
金
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

給
付
金
は
、
請
求
書
を
受
付
し

た
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、　

歳
に
達
す
る

65

日
の
前
日
ま
で
に
請
求
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
施
行

日
（
平
成　

年
４
月
１
日
）
に　

17

65

歳
を
超
え
て
い
る
か
た
は
、
経
過

措
置
と
し
て
平
成　

年
３
月　

日

22

31

ま
で
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
施
行
日
以
降
間
も
な

採
用
区
分
及
び
資
格　

自
衛
隊
生

徒
男
子　

歳
以
上　

歳
未
満
の
か

15

17

た
（
中
卒
見
込
み
）

受
付
期
間　
　

月
１
日　

〜

11

(水)

　
　
　
　

平
成　

年
１
月
９
日　

19

(火)

試
験
日　

平
成　

年
１
月　

日　

19

13

(土)

試
験
会
場　

前
橋
市
内
（
予
定
）

申
込
先
・
問
合
せ

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田

出
張
所

�
０
２
７
６－

　

－

５
５
６
３

45

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基

礎
年
金
な
ど
の
受
給
権
の
な
い
障

害
者
の
か
た
に
対
す
る
福
祉
的
措

置
と
し
て
、
平
成　

年
４
月
に
特

17

別
障
害
給
付
金
制
度
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
給
付
金
の
対
象
と
な
る
か

た
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
対

象
と
な
っ
て
い
た
か
た
で
、
次
に

該
当
す
る
か
た
で
す
。

◆
昭
和　

年
３
月
以
前
に
厚
生
年

61

対
象　

ど
な
た
で
も

費
用　

無
料

問
合
せ　

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉

協
会
事
務
局
（
群
馬
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

�
０
２
７－

２
６
３－

１
１
６
６

　
「
登
記
・
許
認
可
手
続
」
無
料
相

談
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

主
催　

土
地
家
屋
調
査
士
会　
　

　
　
　

館
林
支
部

日
時　
　

月　

日　

11

26

(日)

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

場
所　

館
林
文
化
会
館
３
号
室

相
談
内
容　

◆
土
地
、
建
物
に
関
す
る
登
記
、

　

測
量
、
境
界
問
題

◆
相
続
の
問
題
、
名
義
変
更
及
び

　

手
続
き

◆
農
地
法
及
び
土
地
利
用
の
問
題

◆
各
諸
官
庁
へ
の
許
認
可
手
続
き

◆
道
路
、
水
路
の
占
有
及
び
払
い

　

下
げ
の
問
題

◆
会
社
設
立
及
び
法
人
登
記
に
関

　

す
る
問
題

事
前
申
込
み　

不
要

問
合
せ　

群
馬
土
地
家
屋
調
査
士

会
館
林
支
部

�
　

－
２
１
６
６

61

陸
上
・
海
上
・
航
空
の

自
衛
隊
生
徒
募
集
！

特
別
障
害
給
付
金
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

不
安
や
悩
み
を
持
つ
か
た

ご
相
談
く
だ
さ
い

登
記
・
許
認
可
手
続
き

無
料
相
談
会
開
催
！

　

東
部
県
民

局
館
林
行
政

事
務
所
で

は
、
秋
の
館

林
邑
楽
イ
ベ

ン
ト
＆
施
設

め
ぐ
り
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
、
抽
選
で
す
て
き

な
賞
品
も
当
た
り
ま
す
。

実
施
期
間　
　

月　

日　

ま
で

12

25

(月)

対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
応
募
は
１

人
１
枚
限
り
で
す
。

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
用
紙

は
、
館
林
市
役
所
及
び
邑
楽
郡

内
各
町
の
観
光
担
当
課
、
ラ

リ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法　

参
加
用
紙
に
つ
い

て
い
る
「
応
募
は
が
き
」
に
、
ラ

リ
ー
ポ
イ
ン
ト　

か
所
の
う
ち
、

20

６
か
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
、

平
成　

年
１
月　

日　

ま
で
に

19

10

(水)

館
林
行
政
事
務
所
あ
て
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

群
馬
県
東
部
県
民
局
館
林
行
政

事
務
所
総
務
振
興
グ
ル
ー
プ

�
　

－

４
４
１
５

72
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子
ど
も
の
心
や
か
ら
だ
の
発
達

で
お
悩
み
の
か
た
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

日
程　
　

月　

日　

12

21

(木)

場
所　

中
央
公
民
館

対
象　
　

歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ

18

の
保
護
者

申
込
先
・
問
合
せ

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

�
内
線
１
９
１

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度
と
は

　

個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
な
ど

の
役
員
の
か
た
が
事
業
を
や
め
ら

れ
た
り
、
退
職
さ
れ
た
場
合
に
、

生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図

る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
て
お
く
国
が
作
っ
た
共
済
制

度
で
、
い
わ
ば
、「
小
規
模
企
業
の

経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」

と
言
え
ま
す
。
掛
金
は
全
額
所
得

控
除
が
可
能
で
、
受
け
取
る
共
済

金
も
退
職
所
得
ま
た
は
、
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◆
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済

　

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し

て
し
ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
共
済
制
度

で
す
。
無
担
保
、
無
保
証
人
で
積

み
立
て
掛
金
の　

倍
の
範
囲
内

10

（
最
高
３，
２
０
０
万
円
）
で
被
害

相
当
の
共
済
金
が
借
り
入
れ
可
能

で
す
。
毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、

必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で

き
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
商
工
会

�
　

－

０
２
２
４

82

�
　

－

１
２
４
７

82

�

itakura-s@ace.odn.ne.jp

　

県
馬
事
公
苑
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
乗
馬
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

県
馬
事
公
苑

　
　
　
（
富
士
見
村
小
暮
）

内
容　

乗
馬
・
引
き
馬
（
ポ
ニ
ー
）

休
苑
日　

火
曜
日

料
金　

一
般
３，
８
０
０
円

高
校
生
以
下　

３，
１
０
０
円

引
き
馬
小
学
生
以
下　

４
０
０
円

◆
冬
休
み
体
験
乗
馬
教
室

日
時　
　

月　

日　

〜　

日　

12

27

(水)

28

(木)

場
所　

県
馬
事
公
苑

内
容　

５
時
間
の
乗
馬
と
１
時
間

の
学
科

対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
生

定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

27

費
用　

６，
０
０
０
円

申
込
期
間　
　

月　

日　

〜

11

22

(水)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日　

12

18

(月)

申
込
方
法　

電
話
予
約
後
、
所
定

の
申
込
用
紙
を
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

県
馬
事
公
苑

�
０
２
７－

２
８
８－

７
０
０
２

�
０
２
７－

２
８
８－

８
８
３
２

ご
相
談
く
だ
さ
い

巡
回
相
談
開
催

ご
利
用
く
だ
さ
い

各
種
共
済
制
度

県
馬
事
公
苑
で

馬
と
触
れ
合
お
う
！

　　

パ
ロ
マ
工
業
㈱
が
製
造
し
た

半
密
閉
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
７

機
種
に
は
製
品
の
欠
陥
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
、
経
済
産
業
省
は

８
月　

日
付
け
で
消
費
生
活
製

28

品
安
全
法　

条
の
規
定
に
基
づ

82

き
、
該
当
す
る
製
品
の
点
検
及

び
回
収
、
消
費
者
へ
の
注
意
喚

起
、
点
検
及
び
回
収
状
況
の
報

告
を
行
う
よ
う
、
緊
急
命
令
を

発
動
し
ま
し
た
。

　

次
の
製
品
を
お
持
ち
の
か
た

で
、
パ
ロ
マ
工
業
㈱
の
点
検
を

受
け
て
い
な
い
か
た
は
、
至
急

同
社
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

製
品
名　

屋
内
設
置
型
湯
沸
器

問
合
せ　

パ
ロ
マ
工
業
㈱

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

�
０
１
２
０－

３
１
４－

５
５
２

型式　

ＰＨ-81Ｆ 

ＰＨ- 82Ｆ

ＰＨ-101Ｆ

ＰＨ-102Ｆ

ＰＨ-131Ｆ

ＰＨ-132Ｆ

ＰＨ-161Ｆ

　館林地区消防組合火災予防条例に
基づき、新築住宅については、６月
１日より、この時点で既存の住宅に
ついては、平成20年６月１日までに
寝室、階段などに住宅用火災警報器
の設置が義務づけられました。
　購入にあたっては、不適正な訪問
販売に十分注意してください。
※住宅用火災報知器の購入目安は、
メーカー、電池寿命などにより異な
りますが、「ＮＳマーク」の付いた推
奨品で１個４，０００円から９，０００
円が中心です。
不適切な訪問販売の手口
①「消防署の方から来ました」と消
　防職員を偽るケース
◆消防署では、斡旋、販売などは一
　切しておりません。
◆消防職員としての身分証明証を提
　示してもらうこと。
②「住宅用火災警報器の点検に来ま
　した」と点検業者を偽るケース
◆承諾を得ず点検をはじめるなど怪
　しいと思ったらすぐに断ること。
◆点検は個人で容易にでき、点検業
　者に依頼する必要はありません。
③契約書を偽るケース
◆書類を良く確認し、即決・契約しな
　いこと。
◆事前に見積もりをとるなど工事内
　容を良く確認する。
④「設置しないと罰金」、「今だけの特
　別価格」など心理的な弱みをつく
　ケース
◆安すぎるのはお
　かしいと疑う。
◆罰金という言葉
　に動揺しない。
※罰則はございま
せん。
問合せ　
館林地区消防組合
�７２－３１７１
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県
立
自
然
博
物
館
で
は
、
開
館

　

周
年
を
記
念
し
、「
コ
ア
ラ
大
陸

10オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〜
ふ
し
ぎ
な
動

物
た
ち
の
世
界
〜
」
と
題
し
た
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
概
要　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

生
息
す
る
コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー

な
ど
の
特
徴
的
な
生
き
物
や
、
世

界
最
大
の
巨
大
ト
カ
ゲ
「
メ
ガ
ラ

ニ
ア
」
な
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産

の
化
石
を
紹
介
し
て
い
る
企
画
展

で
す
。
好
評
の
「
さ
わ
れ
る
コ
ア

ラ
の
は
く
製
」
に
加
え
、「
さ
わ
れ

る
カ
モ
ノ
ハ
シ
の
は
く
製
」
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
様
々
な
イ
ン
コ
の
は
く
製

や
有
袋
類
な
ど
の
化
石
も
追
加
展

示
し
ま
す
。

期
間　
　

月　

日　

ま
で

11

26

(日)

※　

月
３
日　

よ
り
一
部
展
示
替

10

(火)

　

え
を
行
い
ま
し
た
。

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

30

観
覧
料　

一
般
７
０
０
円
、
高
大

生
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
、
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
及
び

そ
の
介
護
者
1
名
は
無
料

問
合
せ　

県
立
自
然
史
博
物
館　

（
富
岡
市
上
黒
岩
１
６
７
４－

１
）

�
０
２
７
４－

　

－

１
２
０
０

60

�
０
２
７
４－

　

－

１
２
５
０

60

　
　

月
１
日　

か
ら　

月　

日　

10

(日)

11

30

(木)

ま
で
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
乱
用

防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
麻

薬
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
向
精
神

病
薬
、
シ
ン
ナ
ー
、
違
法
ド
ラ
ッ

グ
な
ど
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人

の
健
康
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

犯
罪
の
誘
因
な
ど
、
公
共
の
福
祉

に
計
り
知
れ
な
い
危
害
を
も
た
ら

し
ま
す
。
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
の
乱

用
の
根
絶
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
、
保
健
福
祉
事
務
所
及
び
県

薬
務
課
で
は
、
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
薬
物
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
庁
薬
務
課

�
０
２
７－

２
２
６－

２
６
６
５

【
総
務
課
】

◆
防
火
水
槽
新
設
工
事

工
事
場
所　

大
字
飯
野
地
内

落
札
金
額　

５，
３
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

栗
原
建
設�

【
建
設
課
】

◆
町
道
５
０
７
５
号
線
外　

道
路
改

良
工
事

工
事
場
所　

大
字
細
谷
地
内

落
札
金
額　

６，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

◆
町
道
７
０
８
０
号
線　

道
路
改

良
工
事

工
事
場
所　

大
字
西
岡
地
内

落
札
金
額　

３，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

福
地
建
設�

◆
町
道
７
１
６
３
号
線　

道
路
改

良
工
事

工
事
場
所　

大
字
西
岡
地
内

落
札
金
額　

１，
７
８
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

◆
町
道
２－

　

号
線　

舗
装
修
繕

37

工
事

工
事
場
所　

大
字
離
地
内

落
札
金
額　

２，
２
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

福
地
建
設�

【
上
下
水
道
課
】

◆
平
成　

年
度　

県
営
経
営
体
育

18

成
基
盤
整
備
事
業　

内
郷
地
区
に

伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事

工
事
場
所　

大
字
海
老
瀬
地
内

落
札
金
額　

２，
８
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
根
岸
工
業

◆
平
成　

年
度　

県
道
麦
倉
・
川

18

俣
停
車
場
線
（
飯
野
地
内
）
歩
道

新
設
工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設
工

事
（
２
工
区
）

工
事
場
所　

大
字
飯
野
地
内

落
札
金
額　

１，
６
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
佐
山
設
備

◆
平
成　

年
度　

町
道
２－

　

号

18

33

線
（
岩
田
地
内
）
配
水
管
布
設
替

工
事

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

落
札
金
額　

６，
５
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

山
岸
管
工
設
備

町
道
１
０
５
４
号
線
道
路
拡
幅
改

良
事
業
に
係
る
公
衆
用
道
路
用
地

と
し
て

▼
宅
地　

・　

㎡
（
大
字
籾
谷
字

10

29

中
１
７
２
２－

１　

宅
地
５
４

３
・　

㎡
の
一
部
）

60

　

大
字
籾
谷
１
７
１
０
番
地

　
 
田  
口  
昌  
司 　

様

た 
ぐ
ち 
ま
さ 
じ

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
の

防
止
運
動
実
施
中
！

見
て
体
験
し
よ
う

記
念
企
画
展
を
開
催
！

　

寒
く
な
る
と
暖
房
設
備
を
使

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
電

気
は
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
暖
房
の
設
定
温
度
は　

℃
に

20

　

し
ま
し
ょ
う
。

●
無
駄
な
暖
房
の
つ
っ
け
ぱ
な

　

し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
コ
タ
ツ

　

の
温
度
は
こ
ま
め
に
調
節
し

　

ま
し
ょ
う
。

●
給
湯
温
度
は
な
る
べ
く
低
温

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
温
水
洗
浄
便
座
も
温
度
調
節

　

し
ま
し
ょ
う
。

●
入
浴
時
の
お
湯
や
シ
ャ
ワ
ー

　

の
使
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま　

　

し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

�
　

－

５
３
７
１

82
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お
子
さ
ん
（
幼
児
）
に
つ
い
て

「
育
ち
が
ゆ
っ
く
り
、
こ
と
ば
が

気
に
な
る
、
お
ち
つ
き
が
な
い
、

友
達
と
の
か
か
わ
り
が
苦
手
…
」

な
ど
の
ご
心
配
を
お
持
ち
の
保
護

者
の
か
た
を
対
象
に
、
講
演
会
、

情
報
交
換
、
相
談
会
を
行
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。お

子
さ
ん
は
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か
り

し
ま
す
。
お
父
さ
ん
の
育
児
参
加

に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月　

日　

11

25

(土)

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

場
所　

館
林
市
西
児
童
館

館
林
市
富
士
原
町
１
２
４
１－

　
80

内
容　

ミ
ニ
講
演
会
「
遊
び
か
ら

こ
こ
ろ
や
こ
と
ば
を
育
て
よ
う
」

講
師　

あ
し
か
が
の
森
足
利
病
院

言
語
聴
覚
士　
 
森   
洋
子 
先
生

も
り 

よ
う
こ

※
申
し
込
み
は　

月　

日　

ま
で

11

16

(木)

（
先
着　

組
）

20

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
地
域
支
援

グ
ル
ー
プ

�
　

－

３
２
３
１

72
日
時　
　

月　

日　

11

12

(日)

　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

会
場　

北
部
公
民
館

演
者　

群
馬
ア
レ
ル
ギ
ー
ぜ
ん
そ

く
研
究
所
長　

医
学
博
士
・
薬
学

博
士　
 
黒  
沢  
元  
博 
さ
ん

く
ろ 
さ
わ 
も
と 
ひ
ろ

講
演
内
容　
「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病

気
っ
て
な
に
？
」
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど

入
場
無
料

主
催　

杏
林
製
薬�

後
援　

板
倉
町
教
育
委
員
会

問
合
せ　

北
部
公
民
館

�
　

－

１
８
５
５

77

【
季
楽
里
情
報
】

▼
野
菜
な
ん
で
も
相
談
会

日
時　
　

月　

日　

11

15

(水)

　
　
　

午
後
３
時
〜

場
所　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

希
望
者
は
事
前
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

�
　

－

４
１
４
７

91

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介してます

館 林 邑 楽 全 地 区館 林
板 倉期 日 耳 鼻 科小児科・内科外 科内 科

－
森下内科医院
７３－７７７６

慶友整形外科病院
７２－６０００

松井内科医院
７５－９８８０

館林地区と同じ
11月３日
(祝)

今村クリニック
７０－２２２１

真中医院
７２－１６３０

海宝病院
７４－０８１１

落合医院
７２－３１６０

館林地区と同じ
11月５日
(日)

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

小児科おぎわらクリニック
６１－１１３３

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

まりレディスクリニック
７６－７７７５

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

11月12日
(日)

小倉医院
７２－０６０６

竹越医院
８４－３１３７

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

多々良診療所
７２－３０６０

館林地区と同じ
11月19日
(日)

－
菅沼医院

７２－９０９０
新橋病院

７５－３０１１
ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

館林地区と同じ
11月23日
(祝)

川田耳鼻喉咽科医院
７２－３３１４

神尾内科医院
７５－１２８８

慶友整形外科病院
７２－６０００

後藤内科医院
７２－０１３４

館林地区と同じ
11月26日
(日)

川村耳鼻喉咽科医院
７２－１３３７

小林内科医院
８８－８２７８

海宝病院
７４－０８１１

うえの医院
７２－３３３０

館林地区と同じ
12月３日
(日)

今村クリニック
７０－２２２１

さくらクリニック
７２－３８５５

小曽根整形外科
７２－７７０７

安楽岡医院
７２－０５７２

井上整形外科医院
８２－１１３１

12月10日
(日)

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

たけい小児科・アレルギー科
７６－２５２５

土井レディスクリニック
７２－８８４１

横田胃腸科内科
７２－４９７０

増田医院
８２－２２５５

12月17日
(日)

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科・外科）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　

　午後７時～10時（土・日、祝日を除く）　
内科・小児科（要電話確認）　　　　

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

療
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

ア
レ
ル
ギ
ー
・
ア
ト
ピ
ー

公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

【０～１歳児】
６日（月）　ボールで遊ぼう
13日(月）　公園で遊ぼう
20日（月）　ダンスをしよう
27日（月）　絵本を見よう

【２歳以上児】
10日（金）　折り紙遊び
17日（金）　紙芝居を見よう
24日（金）　公園で遊ぼう
対象　保育園や幼稚園に入園する
前のお子さんとその家族
時間　午前10時～正午
※自由開放（火～木曜日は終日、
月・金曜日の午後）も行っています。
お友達ができるチャンスです！
問合せ　西保育園
�８２－２０１４

　みなさんの家
庭でいらなく
なったバッテ
リーの受け入れ
を行います。
　なお、当日は
布団や家具などの受け入れも行い
ます。
日時　11月19日(日)午前９時～正午
◆持ち込みできないもの
①農業機具バッテリー
②事業所などでいらなくなった　
　バッテリー
回収場所・問合せ
環境課（資源化センター内）
�８２－５３７１
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談

●
法
律
相
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午
後
１
時
〜
３
時

　

問
合
せ　

総
務
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内
線
１
１
５

●
行
政
相
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午
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時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

企
画
財
政
課　
�
内
線
１
３
６

●
農
地
相
談　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

農
業
委
員
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�
内
線
１
３
０
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教
育
相
談

　

火
・
水
・
木
・
金
曜
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午
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時
〜
午
後
２
時

10

　

問
合
せ　

教
育
研
究
所　
�
　

－

０
８
３
４
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●
福
祉
セ
ン
タ
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相
談
情
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▼
心
配
ご
と
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午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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何
で
も
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毎
週
月
〜
金
）

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談

　

▼
療
育
リ
ハ
ビ
リ
相
談
（
作
業
療
法
士
）

　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

※
要
予
約

　

▼
健
康
相
談

　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
子
育
て
相
談
（
毎
週
月
〜
金
曜
日
）

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

西
保
育
園　
�
　

－

２
０
１
４

82

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口
（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ

　

中
央
公
民
館　
�
　

－

２
４
３
５

82

　

東
部
公
民
館　
�
　

－

１
２
４
１

82

　

南
部
公
民
館　
�
　

－

１
４
２
４

82

　

北
部
公
民
館　
�
　

－

１
８
５
５

77

●
土
地
建
物
何
で
も
相
談 　

午
後
１
時
〜
３
時

　

館
林
市
城
沼
公
民
館

　

相
談
・
問
合
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
群
馬
県
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会

　

館
林
支
部
（
㈱
協
栄
内
）

　
�
　

－

２
２
２
２

73

●
交
通
事
故
巡
回
相
談　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

　

太
田
市
役
所
交
通
政
策
課

　

問
合
せ　

総
務
課　
�
内
線
１
５
５

土金木水火月日
４３２１ 【定休日及び休館日のお知らせ】

  ○健康の郷「季楽里」：木曜日
  ○各公民館：月曜日及び祝日
  ○海洋センター：月曜日及び祝日
  ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ※詳しくは各施設までお問い合わせください。 

◆第20回板倉町近県
少年野球大会

　(３日目)

【文化の日】
◆第20回板倉町近県
少年野球大会

　(２日目)

【県民交通安全日】
●教育相談(中公)

1110９８７６５
●教育相●教育相談談
　14: 00～16: 00(中公14: 00～16: 00(中公))

●健康相談(北公・保)
●交通事故巡回相談
●教育相談(中公)
◆乳児健診・BCG接種(保)

●教育相談(中公)●教育相談(中公)◆粗大ゴミ受入期日
　9: 00～15: 00(資)
●教育相談
　10: 00～17: 00(中公)

●農地相談(町)
　※次回12月４日予定
◆コアラ学級(保)
　※次回12月４日予定
◆粗大ゴミ収集締切日

◆第７回板倉町野球
連合会杯争奪野球
大会(１日目)

18171615141312
●健康相談(保・東公)
●交通事故巡回相談
●教育相談(中公)
◆１歳児健診(保)
◆粗大ゴミ収集収集日

【県民防犯の日】
●教育相談(中公)
◆糖尿病予防教室(保)

●教育相談(中公)
◆野菜なんでも相談会
(季)
◆リハビリ教室(保)

●法律相談(中公)
●行政相談(福)
●心配ごと相談(福)
●土地建物何でも相談
●教育相談(中公)

◆粗大ゴミ収集調査日 ◆第７回板倉町野球
　 連合会杯争奪野球
　 大会(２日目)
 ◆ソフトテニス祭

25242322212019
◆第４回板倉町少年
野球新人戦大会

　(１日目)

●健康相談(保)
●教育相談(中公)

【勤労感謝の日】●教育相談(中公)
◆療育リハビリ相談会
(保)

◆２歳児親子歯科健診
(保)

●教育相談
　10: 00～17: 00(中公)

◆第33回板倉町秋季
家庭婦人バレー

　ボール大会
◆粗大ゴミ受入日
　9: 00～12: 00(資)

※(　 )内は開催場所になります.
 (町)…役場
 (保)…保健センター
 (資)…資源化センター 
 (福)…福祉センター
 (季)…健康の郷「季楽里」
 (中公・東公・南公・北公)…各公民館 

3029282726
●教育相談(中公)
◆糖尿病予防教室(保)

●教育相談(中公)
◆３歳児健診(保)

●心配ごと相談(福)
◆粗大ゴミ受入日
　9: 00～15: 00(資)
●教育相談
　10: 00～17: 00(中公)

◆第12回板倉町バス
ケット交流大会

◆第４回板倉町少年
野球新人戦大会

　(２日目)
◆季楽里特売日

▲福祉まつり

▼板倉高校稲刈り�
長
生
き
す
る
に
は
粗

食
が
良
い
ら
し
い
。
夕

食
は
玄
米
、
納
豆
、
豆

腐
。
こ
れ
で
じ
ゅ
う
ぶ

ん�
　

寝
よ
う
と
す
る

が
、
腹
の
虫
が
鳴
き
や

ま
な
い
。
し
か
た
が
な

い
の
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
追
加
。
い
つ
か
病
気

に
な
り
そ
う
で
す
。　
(T)

�
コ
ス
モ
ス
が
満
開
！

多
く
の
来
場
者
が
「
す

ご
い
ね
。
見
た
こ
と
な

い
よ
、
こ
ん
な
に
広
い

コ
ス
モ
ス
畑
は
…
。
ま

た
来
年
も
来
る
よ
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
花
畑
で
観
光
の
町

へ
、
関
係
者
の
努
力
の

た
ま
も
の
で
す
ね
。　
( I )


